
平成™š年˜™月™˜日 水曜日 (号外第™��号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
九
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に

伴
い
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備

に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関

係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関

す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第

十
四
条
の
四
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第

七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
う
ち
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
第
三
十
五
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

第
三
十
六
条
の
二
中
「
第
十
条
第
一
項
第
五
号
」
を

「
第
十
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
う
ち
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
第
九
十
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。第

九
十
四
条
第
一
項
及
び
第
六
項
中
「
第
三
条
第
二

項
各
号
」
を
「
第
三
条
第
三
項
の
都
道
府
県
で
定
め
る

条
例
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
条
の
う
ち
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二

十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
第
六
条
第
十
三
号
、
第

六
条
の
八
第
一
項
、
第
二
十
五
条
の
二
十
八
第
二
項
第
六

号
、
第
三
十
六
条
の
三
十
五
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の

規
定
並
び
に
第
三
十
六
条
の
三
十
八
第
一
項
第
六
号
及
び

第
二
項
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
十
四
条
第
五
項
中
「
第
十
条
第
一
項
第
五
号
」

を
「
第
十
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
二
中
「
第
六
条
第
二

項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
の
二

社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年

厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
中
「
第
十
条
第
一
項
第

五
号
」
を
「
第
十
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
及
び
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整
備
等
に
関
す
る
政

令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
四
百
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
の
自
主
性
及

び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚

生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
十
八
条
の
二

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ
る
こ
と
と

す
る
。
た
だ
し
、
法
第
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
医
療
型
児
童
発
達
支
援
（
病
院
又
は
診
療
所
に
よ
り
行
わ

れ
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
指
定
の
申
請
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
六
第
一
項
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
（
法
第
二
十
一
条
の

五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
い
う
。）の
指
定
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
一
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
四
条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
基
準
）

第
二
十
五
条
の
二
十
一
の
二

法
第
二
十
四
条
の
九
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
三

項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
法
人
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
四
条
の
十
第
一
項
の
指
定
障
害
児
入
所
施
設
（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
障
害
児
入
所
施
設
を
い
う
。）の
指
定
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
食
品
衛
生
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

食
品
衛
生
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条

令
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一

理
化
学
検
査
室
、
微
生
物
検
査
室
、
動
物
飼
育
室
、
事
務
室
等
を
設
け
る
こ
と
。

二

純
水
装
置
、
定
温
乾
燥
器
、
デ
イ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
、
電
気
炉
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
、
分
光
光
度
計
、

高
圧
滅
菌
器
、
乾
熱
滅
菌
器
、
恒
温
培
養
器
、
嫌
気
培
養
装
置
、
恒
温
槽
そ
の
他
の
検
査
又
は
試
験
の
た
め
に

必
要
な
機
械
及
び
器
具
を
備
え
る
こ
と
。

令
第
八
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
検
査
又
は
試
験
の
た
め

に
必
要
な
職
員
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

第
三
十
七
条
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
十
四
第
一
項
第
十
二
号
の
二
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
第
十
一
号
」
の
下
に
「
及
び
第
十
二
号
」
を
加

え
、「
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
に
掲
げ
る
施
設
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
」

の
下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
加
え
、「
及
び
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項
に
掲
げ
る
施
設
」
を
削
る
。

第
二
条
の
二
中
「
都
道
府
県
知
事
は
、法
第
七
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
病
院
の
開
設
の
許
可
、

病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
又
は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の
許
可
若
し
く
は
診
療

所
の
病
床
数
の
増
加
の
許
可
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
地
域
に
お
け
る
既
存
の
病
床
（
当
該
申
請
に

係
る
病
床
が
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
で
あ
る
場
合
は
、
診
療
所
の
病
床
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）の
数
を
算
定
す
る

に
当
た
つ
て
は
」
を
「
法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
条
の
六

法
第
十
八
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
病
院
又
は
医
師
が
常
時
三
人
以
上
勤
務
す
る
診

療
所
に
専
属
の
薬
剤
師
を
置
く
こ
と
と
す
る
。

第
七
条
中
「
医
師
が
常
時
三
人
以
上
勤
務
す
る
」
を
削
り
、「
第
十
八
条
但
書
」
を
「
第
十
八
条
た
だ
し
書
」
に
改

め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
第
十
二
号
中
「
病
院
に
あ
つ
て
は
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
消
毒
施
設
の
ほ

か
に
必
要
な
消
毒
施
設
を
、
診
療
所
に
あ
つ
て
は
」
を
削
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
従
業
者
」
を
「
及
び
歯
科
医
師
」
に
改
め
、
同
項
中
第

三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」を
加
え
、「
取
扱
処
方
せ
ん
」

を
「
取
扱
処
方
箋
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次

に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

法
第
二
十
一
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
病
院
の
従
業
者
及
び
そ
の
員
数
に
係
る
も
の
に
限

る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
つ
て
、
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
も
の
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一

薬
剤
師

精
神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
百
五
十
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
、
精

神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病
室
以
外
の
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
七
十
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
外
来
患
者

に
係
る
取
扱
処
方
箋
の
数
を
七
十
五
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
を
加
え
た
数
（
そ
の
数
が
一
に
満
た
な
い
と
き
は

一
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
一
と
し
て
計
算
す
る
。）
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